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第１号議案 2019（平成 31・令和元）年度活動経過報告 

 

 

DPI 北海道ブロック会議（以下、DPI 北海道）は、DPI 日本会議の地方

組織として、2019 年 5 月 30 日に松山市で開催された「認定 NPO 法人 DPI

日本会議 2019 年度総会」で確認された DPI 日本会議の方針と DPI 北海道

の設立趣意書、定款及び地域のニードに基づき  、以下の課題を中心とし

て、障害児・者の権利と尊厳が尊重され、だれもが暮らしやすい地域づく

りをめざして、DPI 日本会議及び関係団体等との連携に基づき以下のとお

り取り組みを進めてきた。 

しかし、残念ながら 2008 年から理事に就任し、DPI 北海道の中心的なメ

ンバーであった花田貴博氏が、病気加療中の 3 月 8 日に 44 歳の若さで逝去

されたことは私たちに深い悲しみをもたらすとともに DPI 北海道にとって

も大きな痛手となった。 

2003 年の結成以降、私たちは大切な多くの同士を失ってきたが、こうし

た仲間の意思と夢を受け継ぎ、引き続き、私たちのめざす社会の実現に向

けて取り組みを進めていく。 

なお、今年度の会議等の開催及び取り組み状況は、別表のとおり。 

 

 

 

全体報告  

 

１．障害者の生活に関わる各種課題の調査・研究・提言等や必要な対応を

実施するために 2 月以降は、新型コロナウイルス感染症の影響で開催が

できなかったが理事会、居宅支援に関する勉強会等を開催した。 

 

２．集会としては、 6 月の通常総会に併せて「災害対策をともに考える市

民フォーラム」、10 月に DPI 日本会議と共催で「障害者差別解消法改正

に向けたタウンミーティング in 札幌」を開催した。 

 

３．優生保護法北海道違憲訴訟については、「優生保護法被害者を支える

市民の会・北海道」に参加し傍聴行動、署名活動等に取り組んだ。 

 

４．7 月札幌市東区で起きたホームヘルパーによる重度障害者の傷害致死

事件に関して関係団体・個人と対応を協議し 1 月に傍聴行動を実施し

た。 

 

５．「共生・共学」の推進にむけて関係団体と連携し、7 月、参議院選の道

内候補者への公開質問状送付。9 月、道教育委員会へ要請行動と 10 月に
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意見交換。2 月、旭川市の障害児の高校進学（定員内合格実現）に取り

組んだ。 

 

６．国際活動として 8 月に韓国大田広域市 DPI と協約書を締結し相互訪問

等の交流を約束した。また、関係団体と連携して SDGｓ普及を図った。 

 

７．10 月に北海道日本ハムファイターズのボールパーク構想に関する要望

書を北広島市と球団に提出した。また、 3 月に新型コロナウイルス感染

症の拡大を受けて、新型コロナウイルス感染症に関する要望書を道及び

札幌市に外出の自粛要請を踏まえて、事前に電話した後、郵送により提

出した。 

 

８．北海道運輸局移動等円滑化評価会議北海道分科会、北海道障がい者条

例に基づく地域づくり推進会議、北海道障害者介護給付費等不服審査

会、北海道障がい者施策推進審議会、北海道自立支援協議会、札幌市共

生社会推進協議会、札幌市自立支援協議会及び関係プロジェクトチーム

等の委員を担い行政施策等への意見反映に努めた。 
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分野別報告  

 

 

１．「居宅支援に関する勉強会」の開催 

この勉強会は、DPI 北海道の総会で確認された方針に基づく取り組み

の推進と障害児・者を取り巻く日々の諸課題に関する情報共有と対応を

検討するために設置して、毎週火曜日（第 3 火曜日を除く）に開催して

いる。 

また、2014 年度より、この勉強会の枠を利用して、以下に記載して

いる「医療的ケア」を中心に様々な課題を議論する会議も併せて開催す

ることとしており、今年度は、継続した取り組みである（株）ネオユニ

ット訴訟傍聴行動、優生保護法北海道違憲訴訟及び 7 月におきた東区障

害者傷害致死事件に関する対応、10 月には DPI 日本会議の呼びかけに

応じて実施した「全国一斉行動！UD タクシー乗車運動～UD タクシーの

乗車拒否をなくそう！より使いやすい UD タクシーの開発を！～」への

取り組み、11 月には北海道日本ハムファイターズのボールパーク構想に

関する要望書の提出などにあたっての戦略会議としてスカイプも活用し

て開催してきた。しかし、3 月以降は、新型コロナウイルス感染症の拡

大によって活動停止となった。 

   

２．「地域医療ネットワーク会議」の開催 

医療法人稲生会との連携に基づき、以下のとおり取り組みを進めた。 

（１）札幌市自立支援協議会の「重複障害に関するプロジェクトチーム」

に小谷、高波理事が委員としてアンケート結果の考察や報告書内容に

ついて意見交換を行った。 

（２）対人援助職基礎共通課程のプログラムの内容の検討と「ともに学ぶ

共生社会を目指して」コンファレンス 第 3 分科会において役割を担

った。 

（３）地域共生社会ワークショップの内容について検討し、DPI 北海道と

して当事者の立場で参加した。 

（４）喀痰吸引等研修(第 3 号研修)に講師を派遣した。 
 

３．障害者に関わる施策の普及・啓発 

第 17 回 DPI 北海道ブロック総会終了後に札幌市身障福祉センターにお

いて 70 名の参加者を迎え、前半は、札幌市の避難場所基本計画の見直しと

地域での支え合いによる要配慮者避難支援についての報告を受け、後半の

パネルデスカッションでは北海道胆振東部地震時の状況と市民の取組みに

関する意見交換を内容とした「災害対策をともに考える市民フォーラム」

を開催した。 
 

４．障害者の権利擁護 
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障害者の権利の確立とその擁護を進めるために以下の取り組みを実施し

た。実施にあたっては、障害者権利条約、障害者差別解消法、障害者雇用促

進法、障害者虐待防止法及び北海道障がい者条例を基本及び活用している。 

 

（１）障害者差別解消法改正に向けたタウンミーティング in 札幌の開催 

障害者差別解消法改正をめざす DPI 日本会議は、公益財団法人倶進会の

助成を受けて全国 5 ヶ所（愛知、北海道、愛媛、大阪、東京）で差別解消

法タウンミーティングを実施した。札幌においても 10 月に北海道立道民活

動センター（かでる２．７）を会場として 50 名の参加者を迎え、前半は講

演、後半はグループワークを実施し障害者差別解消法改正のポイントと必

要性について確認した。 

 

（２）「北海道障がい者条例」の推進 

北海道地域づくり委員会は、北海道障がい者条例に基づき総合振興局

及び振興局（14 圏域）ごとに設置され、中立公平な立場から関係者との

話し合いにより障害者に対する虐待や差別、様々な暮らしづらさなどの

解決を図ることとしている。DPI 北海道理事から石狩圏域地域づくり推

進員に今田事務局長、上川圏域地域づくり委員に佐藤祐理事が就任し、

相談事例の検討等を行った。 

石狩圏域地域づくり委員会では、昨年 4 月から 12 月までに 7 件の相

談があり、協議の申し立て希望なしが 4 件、希望あり（申立書様式送付

済み）が 2 件、対象外が 1 件であった。具体的な内容としては、UD タク

シーの乗車拒否、入浴施設の利用拒否、携帯電話手続きに関する情報保

障であったが、いずれも改善することができた。 

なお、上川圏域地域については相談は寄せられなかった。 

 

５．「共生・共学」の推進 

インクルネットほっかいどう及び障害児も地域の普通学級へ・道北ネッ

ト（以下、道北ネット）と連携し、以下のとおり取り組みを進めた。 

（１）10 月に DPI 日本会議の崔栄繁議長補佐が来道したことから『権利条

約や差別解消法からみたインクルーシブ教育の現状』として問題提起

と保護者、支援者、教員等の立場の方々をパネリストとして迎え、学

習会を行った。併せて学習会の前日に、北海道教育委員会とインクル

ーシブ教育を進めるための要請書提出及び意見交換を行った。 

（２）個別事案の対応として、特別支援学校から地域の小学校の普通学級

に転籍のサポートを行い、受入れ体制の確保に向け、設備的・人的支

援の合理的配慮を行うよう関係機関と協議・調整を行っている。 

（３）旭川の普通高校定時制を受験希望する重度の知的障害と自閉症のあ

る子ども本人及び保護者の意向を踏まえて、応援団への参加と北海道

教育委員会に受験時と入学後の配慮に関する要請と協議等を行った。 

（４）障害者差別解消法が施行され、合理的配慮が義務づけられているに

も関わらず、北海道においては高校受験時の配慮だけではなく、人工
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呼吸器等の医療的ケアが必要な子どもが地域の小中学校の普通学級で

学ぶための体制が不充分であることから、今後も改善に向けた関係機

関への要請及び協議等が必要である。 

 

６．「雇用・就労」の推進 

（株）ネオユニット訴訟傍聴行動については、2017 年 11 月の第 1 回

口頭弁論以降、DPI 北海道は、傍聴行動を展開してきており、今年度

は、3 回の口頭弁論が開催された後、10 月に札幌地裁において判決が

言い渡された。 

判決内容は、被告(会社と代表者 )は各々損害賠償額を原告利用者８

名に対して、55,000 円及び 2017 年５月より支払日まで年５分の利息

を支払うこととしたが、職員２名に対してはその訴えを棄却し、原告

訴訟費用は被告が 20 分の 1 を負担するとした。 

判決理由としては、(株)ネオユニットがエミシア(就労継続Ａ型事業

所)を閉鎖したことは、元々赤字経営であることから認める。解雇は有

効であり解雇手続きとして、１ケ月前に文書で通知し、説明会、再就

職等についても、行政に相談もし、妥当性を認めるとした。また、損

害賠償については、解雇は妥当としても、利用者の体調悪化や１時間

程度しか説明や再就職先への斡旋もしていないことから、十分かつ丁

寧な場がなかったとした。 

この判決を受け原告職員 2 名と利用者 4 名が札幌高裁へ控訴し解雇

の不当性を争うこととした。 
 

７．「精神障害者」の課題への取り組み 

 2010 年に道議会で精神障害者の運賃割引を求める請願が全会一致で採

択された。しかし、何ら実施されなかったことから北海道精神障害者回

復者クラブ連合会が、あらためて道議会に精神障害者の運賃割引を求め

て 3,000 筆の署名を添えて請願するにあたって協力した。 

 

８．生活保護訴訟（いのちのとりで裁判） 

生活保護基準額は、2013 年 8 月から 3 年間で平均で 6.5％、最大

10％の、かつてない引き下げが行われた。これを不服として、全国で受

給者１万人により審査請求が行われた。その後、全国 29 か所、原告数

は 1,022 人（道内 153 人）が、引き下げ分を元に戻すよう裁判に訴えて

いる。   

今年の 4 月には、滋賀県の審理員が、6 月には、三重県行政不服審

査会が、この引き下げの違法性を指摘している。そして、名古屋地裁で

は全国初となる判決が 2020 年 6 月にも示されることから、公平な判決

が下されるように、2 月 23 日に「生活保護基準引き下げ違憲訴訟・名古

屋地裁勝利大決起集会」が行なわれ、北海道から土屋副議長を含めて 11

名が参加した。 

 



6 

 

９．地域生活の確立 

（１）介護人材確保 

医療系や福祉系･介助者養成学校等に当事者と介助者両方から魅力的

な仕事であることを伝えるための検討はしたが、具体的な行動に繋げ

ることはできなかった。来年度に向けた活動が必要である。 

 

（２）東区障害者傷害致死事件 

この事件は、2019 年 7 月 19 日未明～翌朝 5 時頃に発生。被告であ

る介護職員（当時 24 歳）が、訪問介護サービス先の重度心身障害者の

顔面や背中等を殴り死亡させたものである。判決は、5 年の実刑（110

日の拘留期間は除く）となり、その要旨は 2 時間にも及ぶ悪質な暴力

において死亡させた事実を重くみて、動機は不明だが、被告の自責の

念や勤務状況、無理からぬ事や、休みも取れない環境において同情す

る念もあるが、犯行に至った事は悪質で大きく正当化されるものでは

なく実刑とした。現在、被告は控訴することなく服役中となってい

る。 

今後このような事件が起きないために、必要なことは何かなどの検

討を行うとともに公判を傍聴し、事件の概要を報告し共有した。 

 

（３）北海道自立支援協議会及び北海道障害者介護給付費等不服審査会  

① 北海道自立支援協議会には我妻議長が委員であったが、情報の提

供はあったが、会議は開催されなかった。  

② 北海道障害者介護給付費等不服審査会には紺野事務局次長が委員

に就任し、2 月 6 日に不服申し立てを受けて審議した。 

 

（４）札幌市自立支援協議会及び関係プロジェクトチーム 

① 札幌市自立支援協議会 

全体会が春と秋に年２回開催し、ほぼ毎月（８月を除く）１回運営

会議があり、各プロジェクトチームと各専門部会の活動報告があり、

各地域部会や専門部会から上がってきた課題についてカテゴリ化した

上で課題整理に向けた検討を行った。今年度は自立支援協議会とプロ

ジェクトチームの関係図を作成し、部会の設置等の検討した。なお、

小谷理事が副会長を務めている。 

 

② 重複障がいプロジェクトチーム 

 5 年間に亘って活動してきたが、今年度で活動を終了し、自立支援協

議会の専門部会の一つである子ども部会と各区に設置されている地域

部会内の子ども部会及び札幌市が設置している「医療的ケア児支援検

討会」に引き継ぎ、報告書を全体会に提出し終了した。 

残された重度心身障害者の課題については、新たにワーキングチー

ムを立ち上げ 5 月に行われる全体会に向けてプロジェクトチームの立

ち上げの承認を得られるための提案書を作成した。なお、小谷理事が
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委員を務めている。 

 

  ③ 身体障がい者・知的障がい者地域生活移行推進プロジェクトチーム  

2018 年度より 2020 年度末までの有期プロジェクトとして設置してい

る。15 名の構成員で内当事者 4 名、2 カ月に 1 回程度の会議を開催し

「地域生活支援拠点」の提言書を作成した。なお、紺野事務局次長が委

員を務めている。 

 

１０．優生保護法北海道違憲訴訟に関する取り組み 

（１）DPI 北海道が参加している優生保護法被害者を支える市民の会・北

海道と優生保護法被害北海道弁護団の共催で 4 月に「救済法案をどう

考えるか？」を開催した。 

（２）口頭弁論への傍聴行動及び報告会に参加した。また、公正な判決が

出されるように署名活動の協賛団体となり取り組みを行った。なお、

2 月以降の口頭弁論は、新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて開

催されていない。 

 

１１．様々なバリアフリーの推進 

（１）北海道日本ハムファイターズ及び北広島市に対して北海道ボールパ

ークの建設にあたっての東京オリパラの実施状況の報告を含めてバリ

アフリーの推進等に関する要望書を 10 月に提出した。 

（２）札幌市内で障害者が UD タクシーの乗車を拒否されていることから北

海道障がい者条例を活用した取り組みと DPI 日本会議が東京パラリン

ピック 300 日前全国一斉行動として実施した「全国一斉行動！UD タク

シー乗車運動～ UD タクシーの乗車拒否をなくそう！より使いやすい

UD タクシーの開発を！～」へ参加した。この取り組みには、全国 21

都道府県から延べ 120 人（道内 7 名）の車いすユーザーが参加したと

ころ、27％も乗車拒否された。この要因も調べてまとめ、国交省、全

国ハイヤー・タクシー連合会、トヨタ、日産に改善を申し入れた。こ

れを受けて国土交通省は、事業者に乗車拒否をしないように具体的な

事例を含めて改めて通知を出した。 

（３）札幌冬季オリンピック・パラリンピック大規模市民ワークショップ

及び区民ミーティングに 7 名の理事と関係者 1 名が参加し障害当事者

及び家族の立場から意見を出した。 
 

１２．海外の障害者に関する協力等について 

日韓関係がよくない状況を受け、こういう時期だからこそ市民レベル

の交流の重要性を相互の共通認識であることを確認し、8 月に韓国大田

DPI（韓国障害者連合大田）の議長の来札を受けた。来札時に交流を深

めるとともに、それぞれの活動や課題に関する意見交換を実施した。ま

た、大田市と札幌市が姉妹都市であることから協約書を締結し、今後の
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交流を確認した。なお、コロナの影響で来年 4 月の訪韓は中止になって

いる。 
     

１３．その他 

（１）北海道運輸局移動等円滑化評価会議北海道分科会 

2018 年度から国土交通省に新設された移動等円滑化評価会議は、新たに

全国 10 ヶ所で地域分科会が設置され、北海道運輸局移動等円滑化評価会議

北海道分科会には、DPI 北海道の立場から西村理事が委員に就任した。ま

た、DPI 北海道の 3 加盟団体からも委員に就任している。なお、全国 10 ヶ

所の地域分科会のうち 9 ヶ所の分科会に DPI 日本会議の加盟団体のメンバ

ーが構成委員となり、積極的な意見提起を行った。 

 

（２）北海道障がい者施策推進審議会 

北海道障がい者施策推進審議会には山崎事務局次長が委員として道の障

害福祉行政に対して意見を反映した。 

 

（３）札幌市共生社会推進協議会 

 紺野事務局次長が委員として就任し、1 月に会議が開催され、UD タクシ

ーを議題とした。 

 

（４）文部科学省事業みらいつくり大学校（医療法人稲生会主宰） 

連携協議会委員として紺野事務局次長、研究員として三田村理事、藤

井理事が参加した。今年度は、研究員自身が自分たちで研究テーマを決

めてグループで当事者研究を実施した。また、浦河のべてるの家の見

学、重複障害者とともに学習プログラム等が企画された。（べてるの家の

見学は、三田村理事、藤井理事は欠席） 

 

（５）第 34 回リハ工学カンファレンス in さっぽろ テーマ：リハビリ工

学と看護・介護 

8 月 21 日～23 日に北海道科学大学を会場として開催された。小谷理事が

実行委員を務めるとともに、第 1 会場の責任者と 2 日目の障害当事者セッ

ションの座長としての役割を担った。 

 

（６）文部科学省事業「共に学び、生きる共生社会コンファレンス」 

医療法人稲生会が 2 月 22 日主催したこの企画（テーマ コミュニテ

ィ）への協力と参加及び第 3 分科会（モヤモヤをワクワクに）の企

画・立案を DPI 北海道及び進行を小谷理事が担当した。 
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（別表） 

 

 

１．国際関係（DPI日本会議関連） 

・DPI東アジアブロック小会議＆ハイレベル会議〔韓国〕（8月 11～14日） 

・JICA草の根事業完了報告会〔JICA東京センター別館〕（2月 26日） 

 

２．全国関係 

（１）DPI日本会議関連ついて 

①DPI日本会議総会＆全国集会 

・第 35回 DPI日本会議総会＆全国集会[松山総合ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ]（5月 30-31日） 

・第 36回 DPI日本会議総会 [Zoom]（5月 30日） 

 

②DPI日本会議常任委員会（2カ月に 1回開催） 

・2018年度第 6回会議開催[和泉橋区民会館、万世橋区民館]（4月 13-14日） 

・2019年度第 1回会議開催[和泉橋区民会館]（8月 31日～9 月 1日） 

・2019年度第 2回会議開催[篠崎コミュニティ会館、浜町区民間]（10月 26日～27日） 

・2019年度第 3回会議開催[和泉橋区民会館]（12月 21日～22 日） 

・2019年度第 4回会議開催[和泉橋区民会館・神保町区民会館]（2月 15日～16日） 

 

③DPI日本会議幹事会＆企画委員会（旧役員会 2カ月に 1回開催） 

 ・2018年度第 6回会議開催[DPI日本会議事務局]（4月 21-22 日） 

・2019年度第 1回会議開催[DPI日本会議事務局]（7月 7日） 

・2019年度第 2回会議開催[DPI日本会議事務局]（9月 14日） 

・2019年度第 3回会議開催[DPI日本会議事務局]（11月 15-16 日） 

・2019年度第 4回会議開催[DPI日本会議事務局]（1月 18日） 

・2019年度第 5回会議開催[DPI日本会議事務局]（3月 14日） 

 

④集会等 

・衆議院厚生労働委員会参考人西村副議長出席〔衆議院第 16 委員室〕（5月 7日） 

・第 8回 DPI障害者政策討論集会[戸山サンライズ]（11月 23-24日） 

・第１回新幹線ののバリアフリーソフト・ハード対策検討 WG [中央合同庁舎２号館]（1

月 17日） 

・第２回新幹線のバリアフリーソフト・ハード対策検討 WG [中央合同庁舎３号館]（2月 7

日） 

・みんなで楽しもう！映画上映文化祭〔牛込区民箪笥ホール〕（1月 24日） 

・「差別解消法施行見直しに向けて」タウンミーティング in つくば〔市役所コミュニティ

棟〕（2月 17日） 

・「差別解消法施行見直しに向けて」タウンミーティング in 四国〔愛媛県身障福祉センタ
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ー〕（2月 22日） 

・「差別解消法施行見直しに向けて」タウンミーティング in 大阪〔東住吉区民ホール〕（3

月 8日） 

・差別解消法の改正を考える集い ここを改正しよう！障害者差別解消法！〔参議院議員

会館〕（3月 18日） 

・衆議院国土交通委員会参考人尾上副議長出席〔衆議院〕（3 月 31日） 

 

⑤見解・声明等 

・「旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者に対する一時金の支給等に関する法律」

成立に際しての声明（4月 24日） 

・優生保護法国家賠償訴訟・仙台地方裁判所判決に対する声明(5月 29日) 

・読書バリアフリー法成立における関係４団体声明(6月 21日) 

・差別解消法改正要望書提出(7月 26日) 

・障害をお持ちで国家公務員として働いている方、又は、働いていた方中央省庁の障害者

雇用状況に関する調査（10月 11日～12月 10日） 

・全国一斉行動！UD タクシー乗車運動（10月 30日） 

・UDタクシーの適切な運用を求める要望書〔国土交通省〕（11 月 14日） 

・UDタクシーの適切な運用を求める要望書〔全国ﾊｲﾔｰ・ﾀｸｼｰ連合会〕（11月 19日） 

・UUDタクシーの改良と開発のお願いの要望書〔トヨタ、日産〕（11月 28日） 

・「在外公館に勤務する外務公務員を除外職員に追加することの撤回」を求める要請書提

出〔外務大臣・厚生労働大臣〕（12月 6日） 

・支援学校への就学決定取消しを求める訴訟・横浜地裁判決に対する抗議声明（3月 23日） 

 

（２）障害者政策委員会 

・第 43回会議開催：差別解消法見直し検討〔中央合同庁舎 8 号館〕（4月 22日） 

・第 44回会議開催：差別解消法見直し検討〔中央合同庁舎 8 号館〕（6月 3日） 

・第 45回会議開催：差別解消法見直し検討〔中央合同庁舎 8 号館〕（6月 27日） 

・第 46回会議開催：差別解消法見直し検討〔中央合同庁舎 8 号館〕（10月 17日） 

・第 47回会議開催：差別解消法見直し検討〔中央合同庁舎 8 号館〕（11月 14日） 

・第 48回会議開催：差別解消法見直し検討〔中央合同庁舎 8 号館〕（12月 12日） 

・第 49回会議開催：差別解消法見直し検討〔中央合同庁舎 8 号館〕（1月 27日） 

・第 50回会議開催：差別解消法見直し検討〔中央合同庁舎 8 号館〕（2月 21日） 

 

（３）日本障害フォーラム(JDF) 

・「旧優生保護法に基づく優生手術を受けた者に対する一時金の支給等に関する法律」の成

立にあたっての声明（4月 24日） 

・障害者権利条約 JDF パラレルレポート完成報告会〔衆議院第一議員会館 1 階多目的ホー

ル〕（6月 4日） 

・「事前質問事項用パラレルレポート」国連提出(7月 27日） 
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・旧優生保護法に関わる支援の到達点と課題 ～当事者の声と関係団体の取り組み～〔参議

院議員会館〕（10月 23 日） 

・JDF 全国フォーラム障害者権利条約の完全実施をめざして[ベルサール東京日本橋](12 月

5日） 

 

３．北海道内関係 

（１）DPI北海道ブロック会議関連について 

①第 17回 DPI北海道ブロック総会＆災害対策をともに考える市民フォーラム 

  日時：6月 22日（土）9:30～11:30（総会・理事会）、13:00～16:30（集会） 

  場所：札幌市身体障害者福祉センター 3F 大会議室、音楽室、第 2小会議室 

 

②DPI北海道ブロック会議理事会（2 ｶ月 1回開催） 

・2018年度第 5回会議開催 [かでる２．７](5月 12日) 

・2019年度第 1回会議開催[札幌市身障福祉センター](6月 22日) 

・2019年度第 2回会議開催[かでる２．７](8月 4日) 

・2019年度第 3回会議開催[かでる２．７](10月 14日) 

・2019年度第 4回会議開催[かでる２．７](1月 12日) 

 

③DPI北海道ブロック会議役員会議・事務局会議等 

 ・2018年度監査[札幌市身障福祉センター](5月 25日) 

 

④ 居宅支援に関する勉強会（第 3週目を除く毎週 火曜日に開催する。） 

 ・会議開催[札幌市身障福祉センター](4月 2日) 議案書、総会企画等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](4月 9日) 議案書、総会企画、日ハム等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](4月 23日) 地域医療（重複 PT）等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](5月 7日) 議案書等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](5月 14日) 議案書等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](5月 28日) 総会記念イベント等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](6月 4日) 総会記念イベント、差別体験等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](6月 11日) 地域医療、みらいつくり大学等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](6月 25日) 差別解消法札幌集会等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](7月 2日) 活動方針と今後の勉強会等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](7月 9日) 地域医療、重複障害等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](7月 23日) 札幌市東区事件等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](7月 23日) 地域医療、東区事件、重複報告等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](7 月 30 日) 避難所計画パブコメ、日ハム、韓国 DPI

等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](8月 6日) 札幌市東区事件等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](8月 27日) 地域医療、重複障害等 
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・会議開催[札幌市身障福祉センター](9月 3日) 地域医療等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](9月 10日) 冬季オリパラ、日ハム、UDタクシー等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](9月 24日)日ハム、UD タクシー、差別解消法札幌集会等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](10月 1日) 地域医療、UDタクシー等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](10月 8日) 差別解消法札幌集会準備等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](10月 29日) UDタクシー全国一斉行動！等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](11月 5日) UDタクシー全国一斉行動！等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](11月 12日) 地域医療、ともに学ぶｺﾝﾌｫﾚﾝｽ等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](11月 26日) 新幹線に伴う札幌駅構内の改修等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](12月 3日) 地域医療、文科省・厚労省事業等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](12月 24日) 地域医療、1.18ワークショップ等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](1月 7日) 地域医療、1.18ワークショップ等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](1月 14日) 地域医療、1.18ワークショップ等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](1月 28日)  SDGｓ、総会議案書等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](2月 4日) 地域医療、2.22コンファレンス企画等 

・会議開催[札幌市身障福祉センター](2月 25日)第 2回大田 DPI国際障害者芸術展等 

 

⑤ 国際関係   

・韓国 DPI（韓国障害者連合大田）との協約書の締結と意見交換会 

    日時：2019年 8月 24日（土）13:00～16:00 

場所：北海道立道民活動センター（かでる２．７）10 階 1030会議室 

 

（２）障害者差別解消法改正に向けたタウンミーティング in札幌 

   日時：2019年 10月 14日（月・祝日）13:00～15:30（12:30受付） 

場所：北海道立道民活動センター（かでる２．７） ７階 710会議室 

 

（３）「共生・共学」の推進にむけて（山崎事務局次長） 

①事務局会議 

・会議開催[北海道教育会館]（5月 25日）総会 

・会議開催[北海道教育会館]（6月 30日）学習会内容検討、公開質問状内容検討 

・会議開催[北海道教育会館]（9月 15日）学習会内容検討、道教委意見交換、個別事案 

・会議開催[北海道教育会館]（12月 1日）学習会＆道教委意見交換反省、個別事案 

 

②学習会など  

・参議院議員選挙北海道選挙区候補者への公開質問状送付（7 月 2日） 

・北海道教育委員会へ要請書提出［北海道議会議員控室］（9 月 26日） 

・北海道教育委員会意見交換［北海道庁別館］（10月 11日） 

・インクルネットほっかいどう秋の学習会[北海道教育会館]（10月 12日） 

・平田和毅さん高校入学応援団結成集会［旭川市民活動センターココデ］（2月 16日） 
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・北海道教育委員会へ要請書提出＆意見交換［北海道議会議員控室］（2月 26日） 

・平田和毅さん高校入学応援団報告集会［旭川市民活動センターココデ］（3月 17日） 

   

（４）（株）ネオユニット訴訟傍聴行動（澗口理事） 

・第 11回口頭弁論[札幌地裁]（4月 25日）澗口 

・第 12回口頭弁論 [札幌地裁] （5月 21日）紺野、佐藤章、澗口、山崎 

・第 13回口頭弁論 [札幌地裁] （7月 16日）澗口、山崎 

・判決[札幌地裁] （10月 3日）澗口 

・原告より控訴（原告職員 2名及び利用者さん 4名が控訴中 解雇の不当性を争う） 

 

（５）優生保護法北海道違憲訴訟（山崎事務局次長、小谷理事） 

＜集会等＞ 

・北海道弁護団打ち合わせ[北海道合同法律事務所]（4月 8 日） 

・強制手術被害者に寄り添い、支える取組から「救済法案（基本方針案）」をどう考え

るか？[エルプラザ]（4月 12日） 

・優生保護法被害者を支える市民の会・北海道打ち合わせ［エルプラザ］（12月 17日） 

＜口頭弁論＞ 

・札幌地裁第 4回口頭弁論(匿名夫婦)[札幌地裁]（5月 24日） 

・札幌地裁第 4回口頭弁論(小島氏)[札幌地裁]（5月 31日） 

・札幌地裁第 5回口頭弁論(小島氏)[札幌地裁]（8月 9日） 

・札幌地裁第 5回口頭弁論(匿名夫婦)[札幌地裁]（8月 29日） 

・札幌地裁第 6回口頭弁論（小島氏）[札幌地裁]（10月 18 日） 

・札幌地裁第 6回口頭弁論（匿名夫婦）[札幌地裁]（10月 31日） 

・札幌地裁第 7回口頭弁論（小島氏）[札幌地裁]（12月 26 日） 

・札幌地裁第 7回口頭弁論（匿名夫婦）[札幌地裁] （1月 9日） 

 

（６）東区障害者傷害致死事件傍聴行動 

公判 1月 14日(火)10:00～16:00、15日(水)10:00～13:40、16日(木)11:00～12:00 

判決 1月 17日（金）5年の実刑判決（110日の拘留期間は除く）控訴なく服役中 

 

（７）建物・交通アクセスの推進に向けて 

・全国一斉行動！UDタクシー乗車運動（10月 30日） 

・北海道日本ハムファイターズのボールパーク構想に関する要望書（11月 6日） 

 

（８）地域医療ネットワーク 

①第３号研修（稲生会） 

 ・ 紺野事務局次長（9月 25日） 山崎事務局次長、小谷理事（12月 9日） 

 

 ②文科省モデル研究事業「令和元年度 障害者の多様な学習活動を総合的に支援するため
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の実践研究」 

・第 1回連携協議会[かでる]（7月 12日） 

・第 2回連携協議会〔かでる〕（9月 10日） 

・第 3回連携協議会〔ちえりあ〕（12月 4日） 

・第 4回連携協議会[かでる] (3月 3日) 

 

（９）北海道障がい者条例関連 

 ①推進本部 

   

②石狩圏域 

・第 1回障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会 [道庁別館]（10月 4日） 

・障害者差別解消支援地域協議会及び第 2回障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会

[道庁別館]（12月 19日） 

 

③上川圏域 

・第 1回障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会 [上川振興局]（9月 2日） 

・第 2回障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会 [上川振興局]（12月 9日） 

・障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会 出前講座[東川町道草館]（12月 3日） 

 

④その他 

・令和元年度地域づくり推進員等研修[道庁別館]（7月 19 日） 

・障害者差別解消法 道民フォーラム[桧山振興局講堂]（10月 25日） 

[岩見沢市民会館まなみーる]（10月 30日） 

 

（10）新型コロナウイルス感染症への対応（3月 26日提出） 

新型コロナウイルス感染症の流行にともなう対策に関する要望書(北海道） 

新型コロナウイルス感染症の流行にともなう対策に関する要望書(札幌市） 

 

（11）各種会議 

＜北海道関係＞ 

北海道自立支援協議会 

・第 1回会議開催[道庁本庁舎]（6月 6日）北海道障がい者条例ガイドラインパブコメ 

・第 2回会議開催[道庁本庁舎]（8月 28日）北海道意思疎通支援・手話言語条例 

 

北海道障がい者施策推進審議会 

・令和元年度第 1回北海道障がい者施策推進審議会開催［かでる 2.7］（1月 21日） 

・障がい者基本計画と障がい福祉計画の統合、第 6期障がい福祉計画の策定 

 

北海道障害者介護給付費等不服審査会 
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・会議開催[道庁本庁舎]（1月 17日）委員の紹介・会長選出 

・会議開催[道庁本庁舎]（2月 6日）不服申し立ての審議 

 

＜札幌市関係＞ 

札幌市地域自立支援協議会 

・運営会議[市役所]（4月 17日） 

・運営会議[市役所]（5月 15日）全体会、各プロジェクト･専門部会報告等 

・運営会議[市役所]（6月 24日）全体会後の報告、医療委員の人選、報告等 

・運営会議[市役所]（7月 16日）プリジェクトチームのあり方、第 2回全体会等 

・全体会[市役所]（5月 21日）各地域部会･各地域部会･専門部会報告、協議事項等 

・運営会議[市役所]（9月 18日）さっぽろ障がいプラン実態調査、その他報告等 

・運営会議[市役所]（10月 9日）各プロジェクト･専門部会報告等 

・全体会[市役所]（11月 5日）各地域部会･各プロジェクト･専門部会報告等 

・運営会議[市役所]（12月 18日）」各プロジェクト報告等 

 

重複障がいに関するプロジェクトチーム 

・会議開催[視聴覚情報センター]（5月 29日）アンケート集計報告、報告書等 

・会議開催[市役所]（6月 28日）アンケート集計報告、報告書内容、今後の提案等 

・会議開催[市役所]（8月 7日）報告書の内容について議論等 

・会議開催[市役所]（10月 3日）運営会議に報告書提出し終了。今後の活動検討 

・運営会議[あかり家]（1月 29日）重心ワーキングチームの提案書･その他報告等 

・運営会議[メール会議]（3月 25日～31日）重心ワーキングチームその他検討等 

 

重度心身障がい者に関するワーキングチーム（新設） 

・会議開催[視聴覚情報センター]（11月 19日）今後の活動について 

・会議開催[市役所]（1月 23日）今後の活動と提案書について等 

 

身体障がい者・知的障がい者地域生活移行推進プロジェクトチーム 

・第 1回プロジェクトチーム[市役所]（7月 4日）地域生活支援拠点について検討、協議 

・第 2回プロジェクトチーム〔市役所〕（9月 5日）相談支援、緊急時受入れ協議 

・第 3 回プロジェクトチーム{市役所}（10 月 31 日）地域生活支援拠点全体像の確定。委

託先の選定について協議 

・第 4回プロジェクトチーム｛市役所｝（12月 26日）地域生活支援拠点等提言書協議 

 

札幌市共生社会推進協議会 

・会議開催[市役所]（1月 30日） 相談事例等の情報共有について 

 

＜その他＞ 

国土交通省北海道運輸局移動円滑化評価会議北海道分科会 
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・第 1回会議開催〔かでる 2.7〕（7月 24日） 

 

在宅支援に関する私的勉強会 

・第 173回会議［北星学園大学］（4月 24日）年少者、重度知的障害等 

・第 174回会議［北星学園大学］（5月 31日）年少者、重度知的障害等 

・第 175回会議［北星学園大学］（6月 28日）上映会、10周年記念事業等 

・第 176回会議［北星学園大学］（7月 26日）上映会、重度知的障害、検討会課題等 

・第 177回会議［北星学園大学］（8月 21日）上映会、重度知的障害、検討会課題等 

・第 178回会議［北星学園大学］（9月 18日）上映会、重度知的障害、検討会課題等 

・第 179回会議［北星学園大学］（10月 23日）上映会、重度知的障害、検討会課題等 

・第 180回会議［北星学園大学］（11月 27日）上映会、重度知的障害、検討会課題等 

 

北海道福祉サービス第三者評価事業「第三者評価機関認証委員会」 

・基準等委員会[メール会議]（2月 25日）評価調査者養成研修修了者認定等 

・認証委員会 [メール会議]（3月 23日）評価機関の更新等 

 

反貧困ネット北海道（我妻、西村、勝又） 

・総会、運営会議[エルプラザ]（4月 23日） 

・運営会議[エルプラザ]（7月 5日） 

・10周年記念事業 

「子どもの貧困」出版トーク[紀伊国屋札幌店]（8月 25日） 

・10周年記念事業 

「日本経済と拡大する格差・貧困」[北海学園大学]（9月 21 日） 

・運営会議[札幌市図書館] 

・運営会議[エルプラザ]（1月 8日） 

 

（12）来賓、講師、寄稿等 

・障害者の生活と権利を守る北海道連絡協議会総会 来賓[札幌市身障福祉センター](7 月 13 日） 

・ＮＨＫラジオ第一「Ｎらじ」出演(7 月 19 日） 

・ＳＤＧｓの集い講師派遣〔Sapporo55ビル〕（10月 12日） 

・ボールパーク構想のバリアフリーについての提案〔北広島市役所〕（10月 31日） 

・北海道ボールパークに関する提案書送付〔北海道日本ハムファイターズ〕（11月 6日） 

・わたしからはじめる社会変革～アドボカシーのいろはを学ぼう～講師派遣［愛生館ビ

ル］(11 月 13 日） 

・雑誌『部落解放』２０２０年２月号寄稿（障害者雇用） 

 

（13）共催・後援等 

・第 46回難病患者・障害者と家族の全道集会札幌大会〔かでる 2.7他〕（8月 3-4日） 

・インクルネットほっかいどう 2019年秋の学習会〔北海道教育会館〕（10月 12日） 



17 

 

・日米共同訓練の規模縮小とオスプレイ参加に反対する要請行動〔道庁〕（11月 22日） 

・再生医療講演会・全脊連札幌支部設立記念イベント急性期の脊髄損傷治療〔京王プラザ

ホテル札幌〕（11 月 23日)  

・映画「道草」上映会［北星学園大学］（12月 8日） 

・旧優生保護法国家賠償訴訟に対する公正な判断を求める署名呼びかけ団体（12月） 

・日米共同訓練の規模縮小とオスプレイ参加に反対する全道総決起集会〔共済ホール〕（1

月 18日） 

・地域共生社会ワークショップ[稲生会]（1月 18日） 

・平田和毅さん高校入学応援団結成集会［旭川市民活動センターココデ］（2月 16日） 

・ともに学び、生きる共生社会コンファレンス [ちえりあ]（2月 22日） 


